
菅平付近のハムシ科 Chrysomelidaeについて

(帝王!之の I:jこ15ミ ~t:l I )本

小林 j土佐k1i;.安 j後 約

日isaoKOBA YASHI and Hiroshi ANDO : On the Family Chrysomelidae in 

Sugadaira and V icinity (The Coleopteran Fallna of SlIgadaira 1) 

ハムシ科 Chrysomelidaeは， iM~ì趨 1"1 Coleoptera多食ITliFI Polyphagaに属し，カミキリム

シ科 Cerambycidae，マメゾウムシ科 Bruchidaeの 2科とともに，ハムシ 1--科 Chrysomeloiclea

を構]t;(する O

現在，我がi主!のハムシ獄は北海道，本ナ1'1• IJql主i・九州、I~こ 3 千品. JAU~j( ・小笠原諸島を合ふう約

600 種がタ'JJ られているが，菅平のハムシ頒については，本実n決所のJ9T員で\:h った烏Ji~TI)LiJi攻。 lì~tl二

採集のものについて記j~メ (1957)料があるのみで糾j った宇1471j寸;上な L 、o らWS:vこ小林は， イベ

:-;，三，東京教育大学Jm学部制服昔、ド高原Jj~物実験T9í のある'お'γ とその{、J-近のハムシ加の派集

に努めた結果，かなりの種の吐いlaを{ijrU{!，LfUたので，支j除が今 11まで将司;した実験rVf々 )1':支のノ、

ムシ?誌の1212本と併せて，官、j7-とその付近のハム、ン矧について述べたL、。

各種の幼虫の食J~i ， I始数， 1!品化， 11\現JtJJなどにつき，ザ1日~- !;バ~ÓIJJJを付した。

菅平付近のハムシ類

モモブトハムシ亜科 Zeugophorinae

1. ワモンモモプトハムシ ZeugothoraαnnulafaBAL Y 

成虫の体長は 4.5mm内外。 5月下旬に出現し，マユミの葉を食う O

2. ムナグロモモブトハムシ Zeug・0戸ho1'anig1'icollis ]ACOBY 

成虫は 4mm  II~ 外。 7)月ヲ」上二~仁中i

ネクイハムシ亜科 Donaciinae

3. アカスジミズクサハムシ Donaciajatαna CHUJO ef GOECKE 

成虫は 8mm1:1:1 外。 5 月下イニO~6 月上旬に 1:1=\ 現する O

クビナガハムシ亜科 Criocerinae

4. ジュウシホシアスノミラブfスハムシ Criocerisquαtuordecim戸uctαtα Sibiricα 日fEISE

アスパラガスを食害し，終令幼虫は土!こ!=l-C-uliTI-fとするO成虫は 6.5mm内外。 7月上~中旬に

出現する。

5. アザミクビボソハムシ Lema cirsicolαCHUJO 

え}y!1!，は， アザミ煩の葉を食う o 3令が終令。土中に浅く潜り， (白をI:tlしてゆjを作り焔化す

るO 成!1ミは 5~6mmo 5 月仁!こl~下旬に出現する O
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6. ツマキクビソハムシ LemαdiversαBALY f lewisii BAL Y 

アカクピボソハムシ LeJηα diversαBALYの 1colour from であるの};え虫は 6mmFf~J 外。

7月下11)vこli¥現し，ツユクサの葉を食う口

7. ムネオ〈ソユリハムシ Lilioceris戸αrvicollisBAL Y 

幼虫は，サノレトリイパラの新公を食うの )J見山は 7.5mm 1人j 外。 6 月 I'， ~I:IこI 旬に 11:ほこlする。

ナガツツハムシ亜科 Clytrinae

8. ヨツボシづ)/ツツノ、ムシ ClytJ〆αJαeviuscuLαRA.TZEBURC*

)成£虫は 9mmη1 1内ブ巧ヲ抄夕外トo7)丹3巾~一iトれ、J汁-イιf生仏iゴ引i

* 9仏. キボシナプカガガJ"‘♂、ツツハム、シン S71η?αωr〆gdùηtααμ仰nμtαLl山NNl~ザ

幼虫は，排出:物で、つほ:1犬の部尽を作り。その1+1で/1三活する。 成虫は 5~6mmo 6月上旬tÎ1

IU現し，シラカンパ，イタドリの業を食うの

ツツハムシ亜科 Cryptocephali nae 

10. キベリアオツツハムシ Cryttoce戸alusjorfunαtus BALY 

成虫は 5mm内外。 5月ド1:111]引出現し，ヤナギの業を食う 0

11.くラツツハムシ Cry戸toce戸hαlusαρρroximαtusBAL Y* 

成虫は 4~5mm，黒色口 5 月下旬。T出現し， サクラ・ズミ・ハギの葉を食う O

12. コヤツポシツツハムシ Cry戸toce戸hαfμsinstαbihs BALY 

)jX;虫は 5.5mm内外。 背lujの黒川には変)111が多いo;J( ドした卵を SI(で包むfJÆi'I~I:がある o 5月

1，'11)に出現し，ヤマハンノキ・シラカンパの菜を食う O

13. セスジツツハムシ Cryttocethalus inurbαnus HAIWLD 

)成虫は 4mm内外。 5月下旬"-'6月一i二旬に!日現し，ハンノキの葉を食う O

14. フタスジツツハムシ C7ツ戸toce戸hαlusbihneαtus LINNí~ 

成虫は 2mm 内外。 7 月中旬~8 月上fUに出現する。

15. ヨツボシツツハムシ Cry戸toce戸halusja tanus BAL Y* 

成虫は 8mm11']外。 6月一i二IeI)t]:.[I:I:¥mし，ヤマハンノキを食う 0

H3. ;1，ソツツハムシ Pαchybrαchys eruddus BAL Y 

成虫は 4~~5mmo 7)月ヲ L二仁中!

ホソハムシ亜科 Synetinae 

17. カノくノキノ¥ムシ SYl1etααdαmsi BALY 

)五虫は 4"'-'7m mo 6 Plf旬"'-'7月上旬に出現し，シラカンパ，夕、ケカンパの葉を食う O

サ)[.，ハムシ亜科 Eumolpinae 

18. ハンノキサノレノ、ムシ βαsilど戸tabalyi I-IARoLD 

);瓦誌H虫ミ』は主 5mη1mη1 内ク外ト九o 5)月=rl
ハムシ亜科 Ch如1rγysωome凶linae

19. ドロノキハムシ Chrysomela tOtlィliLINNE 

幼虫は，ヤマナラ、ン]，'1コノキなどを食い， 3令幼虫が終令で1ちる。食h}Jの葉長¥'こ fJFi:して

~tllJ1ヒするの )jえ虫越冬をする。

1;え虫は 10mm内外。 5月一ト 11)頃i-l:IIDiする。

20. フジノ、ムシ GoniocteJ1αrubri戸ennisBAL Y* 

幼虫は，フジ， ハリエンジュの葉を食い， 令数は 4 令。終令幼1~は， 落ち葉のるi是で、 ~l1D化す
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るo)1<;虫は 5mm内外。 5月下旬に出現するO

21. ヨモギハムシ Oreina aμrichalcea MENNERHEIl¥ザ

本種は秋に産卵し，卵で、l泣冬する。幼虫は春~wf、イヒし， ヨモギの業，主主を食う o yJJ虫の令数vi

4令。終令幼虫は，二i二中に入って9!日]化するO 成虫は 8mmF"J外。 6FJ J~.~ 片二I{!)ifこ/:I~現する。
22. クノレミヒラタハムシ Gastrol ina de tressαBALY 

幼虫の令数は 3令で，老幼虫は，クルミの葉裂に下垂して焔化する。

成虫は 7.5mm内外。 6)j l:j~I 'Í:lJ~ 7 )1 J二旬に出現し，オニグノレミ，サワクノレミの業を食う。

ヒゲナガハムシ亜科 Galeruci nae 

23. アザミオオハムシ Galerucα dahh jajうOm・cαWEISE

ガ!J!Rは， フキやアザミ;J.[を食い， ~!/~\Ý)J :1~ vi， =1二中で1!11日lこする。

成虫は 10mm内外。 6月下旬-----7月中旬に出現し，アザミ?裂の莱を食う。

24. イタドリハムシ Gallω'ucidα nigromαculata BAL Y* 

幼虫は，イタドリ，スイノく，ギシギシなどの業を食い，令数ーは 3令である。終令幼虫v;け:rll 
で焔イとする。年 11止代，Jま::1ミi也冬する O

!克:1~は 7.5mm 内外o 'HJ

iB1の)五紋にはかなりの変異がある。 5月lこ1:110[実出現する O

25. サンゴジュハムシ Pyrrhaltα humeralis CHEN 

幼虫は，ガマズミ，ゴマギなどの葉を食い，終令幼虫は 3 二i二1=1ご1で9!IU化する。

成虫は 6.5mm内外。 5月上~下旬に出現する。

26. ニレハムシ Pyrrhaltα mαculicolhs BALY* 

えhEl日主，ニレ，ケヤキなどの業を食い，務ち葉の巣などで向性化する。

成虫は 6mmF1ヨ外。 5月下旬i案出現する。

27. キムネアオノくハムシ Agelasα nigricets MOTSCHULSKY 

成虫は 6.5mm l:l~外。 5 月下旬~6 月上旬に出現し，サノレナシの業を食う。
28. アオパホソハム、ン Apophyhα viパdi戸enlUsl!¥cOBY 

成虫は 4mm内外。 5丹下旬頃出現し，ケヤギの葉を食う 0

29. ミツボシハムシ Paridea angulicolhs l¥10TSCHULSKY 

成虫は 5.5m111内外。 5月下旬頃出現する。

30. ハンノキハムシ Agelastica coeruleαBALY 

幼虫は，ハンノキの業を食い，ガIJ ;1~vì 3令が終令。二i二中に入ってY!lfJ化する O

成虫は 8~9mmo 5月下旬頃1:1:¥現する O

31. サクラケププJハムシ Tricholochmωα seml刀ィlvα]ACBY

)戎虫は 4mm 内外。 5 月旬ド頃WJJ~ L，サクラ，ズミの業を食う O

32. ウリハムシモドキ Atrαchyα menetriesi FALDERMANN 

幼虫，成虫ともに，種々の植物の葉を食害する。

成虫は 5~6m111o 7 月下旬~~ 8月上旬に出現する O

33. ケプカヒゲナガハムシ I-Jesperomorphα hirsuta ]ACOBY 

成:1~は 4.5m111 内外。 6 月上旬頃出現する O

トピハムシ亜科 Alticinae 

34. カタクリトピハムシ Sαngαriolα 戸unctαtostriαtαMOTSCHULSKY

成虫は 6mm内外。 6月上~中
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35. ノアザミトビハムシ Argotus戸別1cti戸enηisMOTSCHULSK Y 

成虫は 3----3.5mmo 5月下旬に出現し，アザミ類の葉を食う O

36. アカノミナトビハムシ Alticα oLerαcea LINNE 

成虫は 2.8----3.5mm内外。 5月中旬噴出現し，オオマツヨイグサの業を食う。

トゲハムシ科 Hispinae 

37. L メキベリトゲトゲ Dαctylis戸ααngulosαSOLSKY

成虫L土4mm内外。 5月中旬頃出現するO

力メノコハムシ科 Cassi cl i nae 

38. セスジカメノコハムシ Cαssidα vibex LINNE 

成虫は 7.5mm内外。 5月下旬頃出現し， アサごミ績の葉を食う O

39. アオカメノコハムシ Cαssidα rubiginosα rugosotunctαfαI¥t10TSCHULSKYネ

えU!Rは，アザミ煩を食レ， i))~JWI'M'Jは 5 令。 成虫越冬をする O

成虫は 7mm内外。 5月1+1/'--'下旬に出現する。

40. カメノコハムシ Cαsside nebulosαLINNí~ 

1975 

えh !1~ は， アカザ主民ゴ大r ヒユ，イヌビユなどの葉を食い，終令は 5令。 年 21LIIの発生で，

1&虫ilA冬す去、。

)Jえ虫は 7mm内外。 7 月 II~I 旬 -~8)jJニ{Uiこ出現する O

41. ヨモギカメノコハムシ Cαssida fuscorμ/αMOTSCHULSKYネ

J&虫は 6mm内外。 7PJJ:.~ 仁|二11:0に出現する O

菅平付近のハムシ相

1113不1149 ~r までにJ采集され， i主宰!の判明したものは， J二日己の 12ilE科 30J，長 41種であるが，

これU、外vこ未l司定のものが数種ある。

佐平d訪日とその近1))，のハム、ンJ1Ti(r主比較的種数が輩出・で，イ!占:体数も多いが，ほとんどが一般的

な延で，現在のところここのハムシi{l~こは， j也j或lめな特色は認められない。前述の昔、ド産動物

I~I 録(1957)に 24稲のハムシがあげられているが，それらのc!=!で，ホをつけーた 10f重のもの

の生怠は!払出で、きたが， í也の 14 種および末 i司定の種の検討は後日に MJ~ りた L 、。

文末になってしまったカ入本械の御校I~討をいただき，有益な 1û=1l教示をいた i!.. ~ 、た名城大学tE

学部の'11条道夫先ノトjノこj字く制作L111しjげる O

IJ 斗:本比 í}I:MI~ : Jミ ~I} ~~I， J~， i; )九~ ili 大 字 宗 主 20 5 0 

安 !保 協:東京教育大学HLl学nllliHj，去 f，'，土石原生物如何
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図1. アザミオオハムシ Galerucα dahlijaρonicαWElSE の終!lGi幼虫 2. IliJ成山

J. カメノコハムシ Cassidanebulosa LINNÉ の ~1'lí
'1. ~n1ヒrlli:後のヨモギプJ メノコハムシ Cassida fuscorufa MOTSCHULSKY 

5. ヨモギハムシ Oreinaaurichalcea MENNERHEIM の脱皮直後の終始幼虫

6. I;;j成虫の交応 7. アザミクヒ、ボソハムシ Lemacirsicola CHUJOの終IiGi幼虫

8. ドロノキハムシ Chrysomela戸otuliLINNi:: の交日
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